
自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
普通自転車が車道を走行していて、併設された歩道

に「普通自転車の歩道通行部分」の標示があるときは
その部分を通行しなければならない。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は×です。
「普通自転車の歩道通行部分」の標示は歩道における
普通自転車の通行部分を指定するものとなりますので、
車道を走行しているときには対象とはなりません。

通行区分編①

広島県警察



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
自転車は左折レーンを直進してはならない。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は×です。
自転車は一番左側の通行帯を通行するため、左折レー
ンを直進することができます。

通行区分編②

広島県警察



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
普通自転車が歩道を走行するときは道路の左側にあ
る歩道しか通行できない。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は×です。
自転車が歩道を走行するときは道路の左右どちらの歩
道も通行することができます。
ただし、車道寄りを徐行しなければなりません。

通行区分編③

広島県警察



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
普通自転車は路側帯（歩行者専用路側帯を除く）を
走行できる。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は○です。
自転車は路側帯を通行することができます。
ただし、２本線で引かれた歩行者専用路側帯は走行で
きません。

通行区分編④

広島県警察



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
普通自転車が路側帯を走行するときは、道路左右の

どちらの路側帯も走行することができる。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は×です。
普通自転車が走行することができるのは「道路の左側
に設けられた路側帯」です。
右側の路側帯を走行してはいけません。

通行区分編⑤

広島県警察



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
車道を通行する自転車は車道の中央から左側部分の

左側端に寄って通行しなければならない。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は○です。
車道の右側を走行してはいけません。

通行区分編⑥

広島県警察



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
電動アシスト自転車（駆動補助機付自転車）は「普

通自転車歩道通行可」の標識があっても歩道を走行す
ることができない。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は×です。
電動アシスト自転車（駆動補助機付自転車）であって
も「普通自転車歩道通行可」の標識がある等の場合は
歩道を通行できます。
国家公安委員会の型式認定を受けたことを示す「ＴＳ
マーク」や、一般社団法人自転車協会の安全基準に適
合していることを示す「ＢＡＡマーク」が表示されて
いる自転車は電動アシスト自転車としての基準を満た
しています。

通行区分編⑦

広島県警察



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
自転車は歩道と車道の区別のある道路では車道通行
が原則である。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は○です。
自転車は車道が原則、歩道は例外です。

通行区分編⑧



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
普通自転車は歩道に「普通自転車歩道通行可」の標
識等があるときは歩道を通行することができる。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は○です。

普通自転車はこの標識
がある歩道を通行することができます。

通行区分編⑨



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
普通自転車を13歳未満の子供や70歳以上の高齢者、

身体の不自由な人が運転しているときは「普通自転車
歩道通行可」の標識等がなくても歩道を通行すること
ができる。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は○です。
年齢の要件は１３歳未満と７０歳以上です。

通行区分編⑩



自転車の交通ルール等を確認するための○×テストです。

問題
普通自転車を13歳未満の子供や70歳以上の高齢者、

身体の不自由な人以外が運転する場合は「普通自転車
歩道通行可」の標識等がなければ必ず車道を通行しな
ければならない。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓正解はこちら↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

正解は×です。
普通自転車は交通量が多くて道幅が狭いため事故の危
険があるときや道路工事、駐車車両などのために車道
左側の通行が困難なときなど、通行の安全を確保する
ためにやむを得ないと認められるときは歩道を通行す
ることができます。

通行区分編⑪


